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 1905 年にアインシュタインが「運動している物体の電気力学について」において発

表した特殊相対性理論には以下の 2 つの原理がある（Einstein 1905）。 
・相対性原理：物理法則はあらゆる慣性系において同じ形を取る。 
・光速度不変の原理：光速は光源の速度によらず一定である。 
アインシュタインが特殊相対性理論を発見するまでには次の各段階があった（Norton 

2004, 2024）。 
・16 歳の時の光を追いかける思考実験 
・磁石と導体の思考実験 
・ガリレイ変換に共変的な電磁気学の模索 
・光の放射説の検討と棄却 
・同時性の相対性の発見 
 本発表は、上記の各段階の内、光を追いかける思考実験に着目する。この思考実験は、

「速さ c（真空中の光速）で光を追いかける人の目に、その光は止まって見えるのか？・・・

（中略）・・・いやいや、日ごろの経験に照らしても、マクスウェルの式に照らしても、

そんなことはありえない・・・。」（アインシュタイン 2022）というものである。この

時、アインシュタインは何に対してこの思考実験を提示しているのだろうか。一つ見ら

れるのは、アインシュタインの思考実験は光のエーテル説への反論である、という見方

である。これに対し、ノートンは、アインシュタインの思考実験は光の放射説への反論

として捉える必要があると指摘してい（Norton 2004, 2013）。 
 本発表では、アインシュタインによる光を追いかける思考実験をエーテル説への反論

と見る立場と、光の放射説への反論とする立場を比較し、この思考実験をアインシュタ

インによる特殊相対性理論構築の中に位置付け、アインシュタインの思考実験の意義を

明らかにする。 
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